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成果概要書 

 

次世代ネットワーク（ＮＧＮ）基盤技術の研究開発 
 

（１）研究の目的 

本テーマでは、次世代ネットワーク(NGN)における基盤技術の研究開発を

通じ、下記の実現を目指す。 

 

■ 世界に先駆けた次世代ネットワーク基盤技術の確立 

■ 国際標準化への貢献 

■ 社会への貢献 

 

具体的には、各々異なる特性を持つモバイル網・ホーム網と相互接続さ

れた NGN において、1億超の端末(ヒト・物)から多種多様な情報（映像・音

声・データ）の受発信を、ユーザが端末や環境を意識することなく、同時

に多種多様なサービスを運用しながらリアルタイム・高品質・高信頼に実

現する ICT プラットフォームを構築する基盤技術を確立する。また、上記

要素技術を新世代ネットワークへ展開する観点から、高い拡張性・柔軟性

を有するネットワーク基盤技術としてアプリケーション連携サービス創出

基盤、シームレス通信実現基盤、高品質フレキシブルネットワーク基盤の

確立に取り組む。さらにこれまでの成果を海外に広めるため、国際展開を

行う。 

 

（２）研究期間 

    平成１８年度から平成２２年度（５年間） 

 

 

（３）受託社名 

日本電信電話株式会社＜幹事＞ 

日本電気株式会社 

株式会社日立製作所 

株式会社 KDDI 研究所 

沖電気工業株式会社 

エヌ・ティ・ティ・アドバンステクノロジ株式会社 

 

 

（４）研究予算（百万円） 

   平成１８年度      ６６５．２ 

   平成１９年度      ７７８．２ 

   平成２０年度      ８４１．７ 

   平成２１年度      ７２７．１ 

   平成２２年度      ４６２．４ 
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（５）研究開発課題と担当 

   課題ア：次世代コアネットワーク構成技術の研究開発 

1. 機能分散型トランスポートネットワーク制御統合技術（日本電信電

話株式会社） 

2. 高度トランスポートサービス処理マウント技術（日本電信電話株式

会社） 

3. 大容量分散データ流通技術（日本電気株式会社） 

4. 分散サービス間コラボレーション技術（株式会社日立製作所） 

 

   課題イ：ネットワーク間高度接続技術の研究開発 

1. FMC シームレス制御技術（株式会社 KDDI 研究所） 

2. キャリア間高性能・高信頼相互接続技術（沖電気工業株式会社） 

3. 自律分散 QoS 制御技術（エヌ･ティ･ティ･アドバンステクノロジ株

式会社） 

4. キャリアネットワーク構成機器相互接続技術（エヌ･ティ･ティ･ア

ドバンステクノロジ株式会社） 

      

（６）これまでの主な研究成果 

                  （全体）件  （平成２２年度）件 

特許出願 
国内出願 １００ ２３ 

外国出願 ４５ ９ 

外部発表 

研究論文 ２５ ５ 

報道発表 ８ ３ 

その他研究発表 １４４ ２４ 

展示会 １６ ９ 

標準化提案 ８８ ２５ 

 

  具体的な成果 
課題ア：次世代コアネットワーク構成技術の研究開発 
課題ア－１ 機能分散型トランスポートネットワーク制御統合技術 

機能分散型トランスポートネットワーク制御統合技術として、以下
の基本技術を確立した。 
(1) CE 集約による特徴を生かし、管理する複数の FE の経路情報を利
用し、単ノード・単リンク障害の事前計算と組み合わせる計算アルゴ
リズムを考案し、従来手法であるダイクストラ法の 1/10 以内の経路
再計算時間を達成した。 

(2) CE 故障発生時に地理的に分散した別の CE に処理を動的に切替え
ることを可能とする実現方式を考案しプロトタイプにより、切替え中
に別 CE に動的に切替える際に通信中のデータに影響なく動作するこ
とを確認し、実現性を明らかにした。 

(3) 収容するFE数の異なる2組のCE-FEの組合せからなるネットワー
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クにおいて、負荷の指標として CE の消費電力を用いて負荷を均等化
するアルゴリズムを考案し、試作ソフトにより CE の収容する FE 数を
動的に変更できることを確認し、実現性を明らかにした。 

 
課題ア－２ 高度トランスポートサービス処理マウント技術 

10GbpsI/Fを有する市中プロセッサで10Gbpsのワイヤレート性能を
実現するため、転送処理および転送アプリケーション処理を単位プロ
グラム（ジョブ）に分割し、複数のコアおよびスレッドに処理負荷が
平準化されるようにする複数コア・スレッドへのジョブの割当て方法
を考案し、フィルタリング機能での 10Gbps 性能を確認した。 
 

課題ア－３ 大容量分散データ流通技術 
(1) 高速マルチレイヤ分散ディレクトリ技術 
コンテンツを発見・特定するための Pull 検索と、コンテンツの更新
情報を即座に伝える Push 配信技術の組合せにより、1億ノードがそ
れぞれ 100 個のコンテンツを 3分間隔で更新しても、1秒以内に全ノ
ードに更新情報が配信可能な高速マルチレイヤ分散ディレクトリ技
術を確立した。また、新世代ネットワークに繋がる技術として、マシ
ンやネットワークの仮想化によるネットワークやトラフィックの動
的な変化が生じても、柔軟に配信経路を変更して更新情報の配信遅延
を一定値以内に維持できる技術を確立し、その有効性を確認した。 

(2) スケーラブル端末シームレス接続技術 
変化の少ない通信パラメータを事前に通信先と共有しておくことで
セッション確立時にやり取りする情報量を削減するとともに、標準
SIP のセマンティクスを残しつつ負荷の小さいバイナリフォーマッ
トを採用したシグナリングプロトコルを開発した。センサデバイスに
実装して評価し、標準 SIP を基準として処理負荷を 1/100 以下に、必
要帯域を 1/10 以下に軽量化するという目標の達成を確認した。本技
術に関しては、平成 21 年度末に終結した。 

(3) 大容量分散格納・大規模同時伝送技術 
データセンター内のストレージノードを統合し大容量かつ双方向で
の情報交換基盤を実現する USC (Uniform Storage Cluster)、複数の
データセンターで動作する USC を統合し広域環境に適したデータ配
備を効率的に行い、データの需要の変化に追従可能な情報交換基盤を
実現する NUSC (Non-Uniform Storage Cluster)の研究開発を行った。
モデルに基づく論理検証およびシミュレーションにより 10 万規模の
データ利用者に対するサービスが実現可能であることを確認し、新世
代ネットワーク技術を応用しシステムの通信特性に応じたネットワ
ーク経路の選択を適切に行うコンテンツ配信システムを支える基盤
技術として国際的なアピールを行った。 

 
課題ア－４ 分散サービス間コラボレーション技術 

(1) サービスコラボレーションエンジン技術 
アプリケーション機能、アイデンティティ管理、セキュアアクセス

管理、決済、大容量配信等、アプリケーションサービスを構成する機
能要素をサービス提供基盤（SDP）が連携させるための中核機能として、
サービス機能要素間を既定のサービスシナリオに従ってつなぎあわせ
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ることで付加価値サービスを合成し、SCF を用いて連携させる技術を
「サービスコラボレーションエンジン技術」として確立し、P&T/Expo 
COMM China 2010 および IPTV World Forum Asia 2010 でのデモ展示を
通じて一般利用者・サービス事業者から高い評価を得た。 
サービスコラボレーションエンジン技術においてサービス機能要素

を連携させる場合に、現行技術の 100 倍超の同時アクセスを許容しつ
つ、サービス機能要素への負荷集中を防止するため、連携するサービ
ス機能要素の依存関係と負荷状態に基づいて、サービスシナリオの実
行順序を動的に変更する動的シナリオ実行技術を確立した。また、SDP
が単一障害点となることを防止するため、サービス連携制御機能を仮
想化し、あたかもネットワーク上に分散するサービス機能要素が自律
的に連携しているように制御する自律的サービスルーティング技術を
確立した。 
(2) 認証サーバ連携によるセキュリティ高度化技術 

サービスコラボレーションエンジン技術を応用し、認証とアプリケ
ーションサービス機能を SDP で連携させることによってアプリケーシ
ョンサービスを実現することとし、アプリケーションサービスから認
証サービスを分離することを可能とする、「複合型認証サーバ連携技
術」を確立した。本技術では、サービス提供者は、サービス提供に必
要なユーザ認証の保証レベル（LoA）を SDP 上の認証エージェントに設
定するだけで、認証エージェントで最適な ID 提供者(IdP)を NW 上から
選択し、国際標準仕様（SAML）で認証を要求し、認証を受けさせるた
め、簡単に LoA を変更することが可能となる。さらに、複合型認証サ
ーバ連携技術を拡張し、SDP を信頼のハブとして複数の IdP の認証を
組合せることで、高い LoA を達成する「組合せ認証」の実現するフレ
ームワークを確立した。 
 

課題イ：ネットワーク間高度接続技術の研究開発 
課題イ－１ FMC シームレス制御技術 

(1) FMC シームレスサービス制御技術 
マルチデバイス環境を視野に入れ、ユーザの状況や嗜好に応じて利用
するリソース(端末、アクセス NW、アプリケーション)を IMS プロト
コルに準拠する方式で動的に変更するサービス制御方式を考案した。
プロトタイプを用いた性能評価を実施し、端末切替え時間について、
目標値 7.5 秒を大きく下回る約 2秒で動作することを確認した。考案
方式やユースケースについて、OMA(Open Mobile Alliance) 
CPM(Converged IP Messaging)要求仕様とアーキテクチャ仕様、3GPP 
MMSC(Multimedia Session Continuity)に関する TR(Technical 
Report)23.893 への各盛り込みに成功した。利用シーンの拡大に向け、
VoD や HTTP ストリーミング適用のための方式拡張や、グループ通信
における同期機能を考案し、国内外の展示会にてデモを実施した。ま
た、NGN へのマイグレーション促進のため、現行の IP 電話を IMS に
収容可能とするアダプタ方式を試作し、NGN 端末との相互接続や端末
間サービス制御を実現した。さらに新規に、NGN とインターネットを
利用したデータオフロードに取り組み、方式と性能評価をまとめた学
会発表が研究会研究賞を受賞するなど、外部からの高い評価を得た。 

(2) 異種ネットワーク間セッション制御技術 
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FMC 環境を前提に、RTP/RTCP（Real-time Transport Protocol/RTP 
Control Protocol）およびその拡張プロトコルを活用し、端末間の
QoE/QoS 情報を基にサービス品質の維持向上を図るセッション管理
技術を考案した。大規模システムを想定した40,000本のSIP(Session 
Initiation Protocol)ストリームを同時設定する評価環境において、
考案技術の適用により、アプリレベルの瞬断を含めて音声サービスの
所要品質基準を満たすことを確認し、更に OAM（Operation 
Administration and Maintenance）手段への適用可能性を検証した。 
また、考案技術は、NGN における性能測定管理の要求条件・管理アー
キテクチャ（MPM: Management of Performance Measurement）として
ITU-T 勧告 Y.2173 に反映された。更に、考案技術の普及とベンダ製
品機器への適用を促進するため、主要な NGN 技術標準の一つである
ITU-T 勧告 Y.2111 Annex への盛り込みに成功した。また、標準化活
動を含めて中日間の連携を深め、NGN 技術の国際的な検証実験を目的
とした中日韓テストベッド（CJK テストベッド）を構築した。同テス
トベッド上にて関連する他研究課題を含む複数の成果検証が実施さ
れ、更に、活動成果の報道発表等も行われた。 
 

課題イ－２ キャリア間高性能・高信頼相互接続技術 
(1) キャリアグレードセッションボーダーコントローラを開発し、接続
事業者が数 100 社の場合にも 1シャーシにおいて、20μsec オーダー
での遅延時間を実現した。また、1Gbps インタフェースを配したブレ
ードを開発し、実行スループットを目標以上に向上させた。あわせて、
今後のマルチメディア通信環境を想定した場合、音声・映像 Codec
の変換を SBC で高性能に実現することが必要となるが、Codec 変換ブ
レードを開発し、Codec 変換時の遅延を 10msec オーダーに抑えるこ
とに成功した。 

(2) 品質推定及び要因の切り分けについて、セッションボーダーコント
ローラ上において、RTP 通信の各セッションにおいて流れる RTCP-XR
パケットを観測し、そこに格納されている情報をもとに有線・無線接
続それぞれでの品質劣化状態の検出と劣化フロー情報からの要因の
切り分け、および劣化箇所の推定技術を開発した。この手法において、
1万セッションに対して、秒単位の統計による品質劣化フローの検出、
および、20 秒間隔での品質劣化要因の推定結果の更新を実現した。 

(3) 海外展開への足がかりをつかむべく、P&T/ ExpoCOMM China 2010
にて動態展示を実施した（SBC）。また、SBC が扱うトラヒックとして
重要な IPTV に関し、ITU-T IOT でのテストベッドに参加し、研究開
発のプレゼンスを発揮した。 
 

課題イ－３ 自律分散 QoS 制御技術 
課題イ－３は、非 NGN において QoS 制御を行うことである。この課

題に対して、パケットに負荷に応じたマーキングを行うことでフロー
の受付制御とルート切替えに伴う品質劣化防止のために一部のフロー
を切断する強制切断制御を持つ PCN という技術に注目し、PCN 技術が
持つ問題点である表現すべき状態数よりも使用可能なマーク数が少な
いという問題点をマークの割合によって状態を判別する方法を考案し、
マークの付け方を工夫することでこの問題点を解決した。またこの技
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術を活かして PCN では対応不可能であった災害輻輳などのような短時
間で大量のトラヒックが発生する場合の受付制御法を提案した。これ
により制御技術を確立し、変動メディアにも対応となり、帯域使用率
向上が可能となる。優先制御について PCN は DiffServ 上での技術であ
るため DiffServ による優先制御との組合せが可能のため優先制御の
確立も達成した。 
 

課題イ－４ キャリアネットワーク構成機器相互接続技術 
本研究開発では、NGN を構成するネットワーク機器（通信機器）間

でそれぞれ規定されたインタフェース毎に高度なレベルの相互接続性
を確立することを目的に、NGN の基盤的な技術となるセキュリティプ
ロトコル、IP コネクティビティ確保プロトコル、セッション管理プロ
トコルにおいて、それぞれ相互接続性を確保するために必要な機能を
明確にし、検査仕様の策定を行った。策定した検査仕様は、NGN で用
いられる IPv6 への適用を中心課題として捉え、IPv6 対応機器のさら
なる普及を促進するために、IPv6 Ready Logo Committee により運営
される IPv6 Ready Logo Program へ提案し、認定技術基準としての採
択を図った。 
これら検査仕様の策定および普及推進活動の中では、IETF や ETSI

での議論、相互接続イベントでの実証実験や策定した検査仕様に対す
る問合せ対応などを通じて、検査仕様の品質向上とともに、プロトコ
ル上の問題検出から実装機器の誤り検出に至るまで、相互接続性の向
上に貢献できた。 
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平成２２年度「次世代ネットワーク（NGN）基盤技術の研究開発」の開発成果について

各々異なる特性を持つモバイル網・ホーム網と相互接続されたNGNにおいて、1億超の端末(ヒト・物)から多種多様な情報（映像・
音声・データ）の受発信を、ユーザが端末や環境を意識することなく、同時に多種多様なサービスを運用しながらリアルタイム・高
質・高信頼に実現するICTプラットフォーム

１．施策の目標

２．研究開発の背景

国家のＩＣＴ戦略として、いつでも、どこでも、誰でも、何でもがブロードバンドサービスにアクセス可能な「ユビキタスネット社会」の実
現が望まれている。本ユビキタスネット社会では、音声、データ、映像などの様々なコンテンツを、自由に、低コストで、高品質で、安
全に流通させる技術が必要であり、このため、高い柔軟性・拡張性を有するＩＰ技術をベースとしつつ、マルチメディアコンテンツの流
通においてQoSやセキュリティの確保が可能な次世代ネットワークの実現のための基盤技術の研究開発が必要とされている。
次世代ネットワークは、サービス関連機能が転送関連技術とは独立なパケットベースで高い拡張性・柔軟性を有するネットワークを
実現し、QoS制御可能なIP網をベースに様々なマルチメディアサービスを提供し、固定だけでなく移動体にも対応するネットワークで
あり、更に異種ネットワーク間の高度な接続性の実現を目指している。 この次世代ネットワーク実現に向けては多くの達成すべき技
術が存在している。
また、ブロードバンドの普及等で世界的にも先陣を切る我が国の技術力を活かし、世界の標準化を先導し、我が国の優位性を確保
すると共に、世界に貢献する必要がある。

３．研究開発の概要と期待される効果

４．研究開発の期間及び体制

平成18年度～平成22年度（5年間）
NICT委託研究（日本電信電話株式会社、日本電気株式会社、株式会社日立製作所、株式会社KDDI研究所、沖電気工業株式会社、

エヌ・ティ・ティ・アドバンステクノロジ株式会社）

次世代ネットワークにおける基盤技術として、次世代コアネットワークを構成する技術とネットワークを高度に相互接続するための技
術が重要である。次世代コアネットワーク構成技術を確立するための技術として①機能分散型トランスポートネットワーク制御統合
技術、②高度トランスポートサービス処理マウント技術、③大容量分散データ流通技術、④分散サービス間コラボレーション技術の
研究開発を行う。また、ネットワーク間高度接続技術を確立するための技術としては⑤FMCシームレス制御技術、⑥キャリア間高性
能・高信頼相互接続技術、⑦自律分散QoS制御技術、⑧キャリアネットワーク構成機器相互接続技術の研究開発を行う。
図3-1、図3-2に、本研究開発の全体イメージを示す。
本研究開発により、リアルタイム・高品質・高信頼なアプリケーションを実現するICTプラットフォームが構築できる。これらを実現する
ための各課題は、従来技術では実現が困難なものであるが、新たな世界を先導できる方式を提案する。
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「次世代ネットワーク（NGN）基盤技術の研究開発」の全体イメージ（図3-1）

CE

FE

FE

FE
FE

CE SE

他NGN
インターネット

ホームNW

モバイル網

主信号
NE制御
シグナリング

SE

認証、課金、位置情報

サービス
コラボレーションエンジン

分散データ流通基盤

課題ア-３

自律分散QoS制御

課題イ-３

高性能高信頼
相互接続

課題イ-２

FMCシームレス制御
課題イ-１

NGN

運行状況株価情報スポーツ中継 選挙速報 災害情報
コミュニティ

ｻｰﾋﾞｽ中断時間の
極小化

ユビキタス、個人志向

端末・網の接続条件制約による
ストレスフリー

サービスコラボレーション
局所集中ｱｸｾｽ（災害情報共有等）による

品質劣化なし「リアルタイム」「高品質」「高信頼」な
アプリケーションサービス

1億超の端末 映像・画像・音声・
ﾃﾞｰﾀ（気温・気圧等ｾﾝｻ情報等）

ﾎｰﾑ・ﾓﾊﾞｲﾙ・ﾕﾋﾞｷﾀｽ機器
(PC, PDA, 監視ｶﾒﾗ、車載ｶﾒﾗ, …）

仕様適合性
検査システム

課題イ-４

機能分散トランスポート制御

高度トランスポートサービス

課題ア-１、２

課題ア-４
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1

新
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
クｻｰﾋﾞｽ創出基盤

＆ネットワークの
多様化・高度化

サービス
アプリケーション

の多様化
・高品質TV電話

・コンテンツ配信／IP放送

・センサーネット

・広帯域ﾃﾞｰﾀ通信

・電話

・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ連携（医療、環境、教育、・・）

端末の
多様化

・電話機

・ＰＣ

・情報家電
・TV

・センサ端末

・携帯電話

・携帯
・電子ﾒｰﾙ

・FMC

電話網

認証

教育

映像配信医療課金

音楽配信
環境センシング

情報流通

ｾﾝｻｰﾈｯﾄ ﾓﾊﾞｲﾙ系固定系

光アクセス

高品質・高機能パケット網

超大容量光ネットワーク
無線アクセス

高品質・フレキシブルネットワーク基盤

シームレス通信実現基盤

アプリケーション連携サービス創出基盤

1億超の端末

・ＷＷＷ

移動
体網

ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ

電子メール
ＷＷＷ電話 携帯

サービス別ネットワーク

高品質IP網による融合型ネットワーク

多様なアプリケーション・ネットワーク連携による
サービス創出基盤ネットワーク

NGN
（高品質IP網）

移動
体網

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

電話網

コンテンツ配信
ＩＰ放送

多様なサービスネットワークやアクセス手段を自由
に連携活用できる通信環境の実現

②ネットワークのシームレス化を支える技術

多数の端末やアプリケーションを柔軟に連携させた
融合サービス創生環境の実現

①ネットワーク端末・アプリケーションの多様化を支える技術

最新技術の取込みが容易な柔軟で高品質＆高信頼
ネットワーク基盤の実現

③ネットワークのフレキシブル化、高品質・高信頼化を支える技術

新世代ネットワークにつながるネットワーク基盤研究の取り組み

本施策によりこれまでに
標準化中・一部サービス開始

①

②

③

「次世代ネットワーク（NGN）基盤技術の研究開発」の全体イメージ（図3-2）

本施策のターゲット
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認証

教育

映像配信
医療課金

音楽配信
環境

センシング・情報流通

ｾﾝｻｰﾈｯﾄ ﾓﾊﾞｲﾙ系
固定系

光アクセス

高品質・高機能パケット網
超大容量光ネットワーク

無線アクセス

・新機能追加、ＮＷ制御ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ化技術
・新品質制御技術

高品質・フレキシブルネットワーク基盤

シームレス通信実現基盤

・ネットワーク間の高速・高品質接続技術
・シームレス通信基盤技術

・センサ情報流通基盤
・サービス連携基盤

課題ア-３
大容量分散データ流通技術

課題ア-４
分散ｻｰﾋﾞｽ間ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ技術

課題イ-１
ＦＭＣシームレス制御技術

課題イ-２
キャリア間高性能・高信頼
相互接続技術

課題イ-３
自律分散ＱｏＳ制御技術
課題イ-４
ｷｬﾘｱﾈｯﾄﾜｰｸ構成機器相互接続技術

課題ア-１
機能分散型ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄﾈｯﾄﾜｰｸ

制御統合技術
課題ア-２
高度ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ処理ﾏｳﾝﾄ技術

アプリケーション連携サービス創出基盤

認証

教育

映像配信
医療課金

音楽配信
環境

センシング・情報流通

ｾﾝｻｰﾈｯﾄ ﾓﾊﾞｲﾙ系
固定系

光アクセス

高品質・高機能パケット網
超大容量光ネットワーク

無線アクセス

・新機能追加、ＮＷ制御ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ化技術
・新品質制御技術

高品質・フレキシブルネットワーク基盤

シームレス通信実現基盤

・ネットワーク間の高速・高品質接続技術
・シームレス通信基盤技術

・センサ情報流通基盤
・サービス連携基盤

課題ア-３
大容量分散データ流通技術

課題ア-４
分散ｻｰﾋﾞｽ間ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ技術

課題イ-１
ＦＭＣシームレス制御技術

課題イ-２
キャリア間高性能・高信頼
相互接続技術

課題イ-３
自律分散ＱｏＳ制御技術
課題イ-４
ｷｬﾘｱﾈｯﾄﾜｰｸ構成機器相互接続技術

課題ア-１
機能分散型ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄﾈｯﾄﾜｰｸ

制御統合技術
課題ア-２
高度ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ処理ﾏｳﾝﾄ技術

アプリケーション連携サービス創出基盤

課題ア 「次世代コアネットワーク構成技術の研究開発」 の主な成果

課題ア-1 機能分散型トランスポートネットワーク制御統合技術
●経路計算処理を集約化し、冗長演算の効率化や演算力強化を行い、大規模

網でも従来並みの計算時間を維持して、障害時対応の遅延時間の増大を防ぐ。
●最終目標とする「従来アルゴリズムの1/10」の計算時間を達成
●提案アーキテクチャ、通信プロトコルの標準化を推進

・標準化達成 ４件（RFC3件、ITU-T承認文書１件）

課題ア-2 高度トランスポートサービス処理マウント技術
●付加機能を外付け装置で集約的に実現することで、スピーディーな新サービス

提供を可能とする。（市中プロセッサでの性能確保が課題）
●市中プロセッサで目標とする10Gbps性能を達成

経路
計算

付加
機能

経路
計算

付加
機能

経路
計算

付加
機能

経路
計算

付加
機能

経路
計算

付加
機能

経路
計算

付加
機能

通信プロ
トコル

Random (de gree3-5)

Random (de gree9-11)

Random (de gree18-22)

Double tree (bra nch2)

Double tree (bra nch4)

Double tree (bra nch10)

Ring

Double ring

nsf

cost239

1
10
102

103

104

105

106

1 10 102 103

ノード数

計
算

時
間

(u
se

c
)

従来ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ
(ﾀ ﾞｲｸｽﾄﾗ)

提案ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ CPU:  In tel Penti um4 3. 8GHz x 2

RAM: 3Gbytes 

機能分散型トランスポートネットワーク

課題ア-3 大容量分散データ流通技術
（１）1億台の情報発信源のコンテンツをリアルタイムに発見/特定するという最終目

標を達成。また、仮想化によるネットワークやトラフィックの動的な変化が生じても、
コンテンツの更新情報の配信遅延を一定値以内に維持する技術を確立。

（２）小型センサなど低電力低性能デバイスにも適用可能な、従来に比べ処理負荷
1/100、接続制御情報交換に要する帯域が1/10のセッション接続制御技術を
確立。

（３）データセンタ内の大容量分散格納技術（USC）、複数データセンタを統合し広域
情報交換機構（NUSC）を実現。最終目標である10万規模の同時配信をモデル
検証。新世代ネットワーク技術と連携して国際展開を実施。

イベント通知＆センサデータイベント通知＆センサデータ

（３）大容量分散格納・大規模
同時伝送技術
大容量分散格納技術によるデー
タの分散管理（USC, NUSC）

リアルタイムアプリケーションリアルタイムアプリケーションリアルタイムアプリケーション

ファイルシステムI/F

ファイルシステムインターフェース
による透過的アクセス

Ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ
新世代ネットワーク技術連携による
通信経路分離

（２）スケーラブル端末シームレス
接続技術
センサ端末などの低スペックデバイス
からセンシングデータを収集

（１）高速マルチレイヤ分散ディレクトリ技術
イベント通知技術（分散ディレクトリ）によるデータ
所在管理

 サービスコラボレーションエンジン技 術

 サービス層を構成するSCF（Servi ce Contro l Function）とサービスを提供するサーバ間の連携を、現行技術の100
倍超の同時アクセスを許容して実現可能とするコラボレーションエンジン技術を研究開発

 また、単一障害点となるサービス連携制御機能を仮想化し、あたかもネットワーク上に分散するサービス機能要素
が自律的に連携しているように制御する自律的サービスルーティングを研究開発

 認証サーバ連携によるセキュリティ高 度化技術

 サービスプロバイダは、サービス提供に必要なユーザ認証の保証レベル（LoA）を認証基盤上の認証エージェント

に設定するだけで、認証エージェントで最適なID提供者(IdP)をNW上から選択し、国際標準仕様（SAML）で認証を

要求（複合型認証サーバ連携技術）

 複合型認証サーバ連携技術を拡張し、複数のIdPの認証を組合せることで、より高いLoAを達成する組合せ認証フ
レームワークを実現。ITU-T SG17にて標準化推進中

PW認証型

IdP

認証サーバ連携によるセキュリティ高度化技術
（複合型認証サーバ連携技術）

ユーザク ライアント
（ユーザ 名：taro ）

< 保証 内 容 >
発 行 者: 認証 エ ージェ ント
ID : t a ro
認 証 対象 ： ユーザ

保 証 信頼 度 ：2

電子証 明書
認 証型Id P

認 証エージェ ント
（SAM L IdP Proxy）

サービスプロバイ ダ1

要 求 信 頼度 認 証 パ ター ン

1 I D/P W,  音 声識 別

2 電 子 証 明書 , 指 紋

3 認 証 信 頼度 1 か ら1 種

+  認 証 信 頼度 2 か ら 1種

4 認 証 信 頼度 2 か ら2 種

要 求 信 頼度 認 証 パ ター ン

1 I D/P W,  音 声識 別

2 電 子 証 明書 , 指 紋

3 認 証 信 頼度 1 か ら1 種

+  認 証 信 頼度 2 か ら 1種

4 認 証 信 頼度 2 か ら2 種

認証 対 象 ：ユ ーザ

要求 信 頼 度 ：３

上 の 表に 基づ き 、
I dP を 選 択

音声識別
認証型I dP

指紋認証型
Id P

サービスプロバイダ2

認 証 対 象 ：ユ ーザ
要 求 信 頼 度： ２

実際の

認証処理

ユ ーザ 信頼 度 の 満足 に

必 要な 認 証パ タ ー ン

< 保 証内 容>
発 行 者 :認 証エ ージ ェント

I D: ta ro
認 証 対 象： ユー ザ

保 証 信 頼度 ： 3

認 証 エージ ェント

か ら 選 択さ れ 、

ユ ー ザク ラ イ アント
と の 間で 認 証実 施

組合せ認証

課題ア－４ 分散サービス間コラボレーション技術
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課題イ 「ネットワーク間高度接続技術の研究開発」 の主な成果

入口ノード A

入口ノードB

内部ノ ード F

内部ノー ド H内部ノード G

出口ノ ード

入口・出口ノードペアでマーク割合
を集計、結果を入口ノードに通知

入口ノードのみが個別の
フローを管理

100%

PCN-
Supportabl e 
rate 
PCN -
Admissible 
rate 

全てのパケットにマーク

一部のパケットにマーク

一切マー クせず

強制切断＆
新規フロー拒否

新規フロー拒否

新規フロー受付

0%

出力インターフェースごとに
PCN traffic rateを計測し、
パケットにマーク

フローの扱い

課題イー３ 自律分散QoS制御技術

非NGN網

内部ノード E

内部ノード Ｄ

レ ートに比例してマー ク

非NGN網を含むE-Eで
QoSを確保する方式の
性能向上：
制御精度が提案済方式中
で最良。複数ボトルネック
に対応可能。

•余剰帯域推定機能・方式の確立し、更にセッション確

立の可否を判定するための受付制御機能・方式を確立
した。

•変動メディアに対応した余剰帯域推定技術を確立した。
•自律分散制御によるQoS確保しつつ帯域使用効率向上

を実現した。
•自律分散制御による優先制御を実現した。

•IETFのPCN WGにおいて、マーク数制約を満たし、既存

アルゴリズム中最良の受付制御精度を実現した。
•マークス制約を満たし、切断すべき量を示し既存アル

ゴリズム中最良の強制切断制御精度を実現した。
•マーク数制約が無い場合には、他の既存アルゴリズム

が実現できなかった災害輻輳のような超高負荷状態に

おける受付制御を実現した。

課題イー４ キャリアネットワーク構成機器相互接続技術

標準

仕様

標準

仕様

標準

仕様

標準

仕様標準

仕様

標 準

仕 様

標準

仕様

標準

仕様

標準

仕様

標準

仕様標準

仕様

標準

仕様

標準

仕様

標準

仕様標準

仕様

標 準

仕 様

標準

仕様

標準

仕様

標準

仕様

標準

仕様標準

仕様

標準

仕様

標準

仕様

標準

仕様標準

仕様

標 準

仕 様

標準

仕様

標準

仕様

標準

仕様

標準

仕様

検査仕様 作成

IP v6 対応機器がお互い に通信 が

で きること を 認定する国際的な 機能
認定ロゴ。世界 中で共通なLogo 
Progra mを定義し、 検査仕様を公開。

検査仕様

提案承認

IPv6  Ready Logo

実
機
検
証

へ
の
適
用

実
機
検
証

へ
の
適
用

被試験端末 パケットエミ ュレー タ

相互接続
イベント

① INV ITE

② 40 7

③ AC K

④ INV ITE

海 外 企業

国 内 企業

海 外 企業

国 内 企業標
準
化
へ
の
提
案

不
具
合
事
例
の
共
有

・さまざまな 接続パター ンに 対応

・メッセ ー ジの構文チェック
・送信タイ ミングチ ェック

・挙動のチェック

検査仕様作成
・機能の絞り込 み

・検査項目抽出

・検査シー ケン ス

ネットワ ーク 機器から
対象I/F決定

●ネットワーク機器間で規定されている各インタフェースにおいて、高度なレベルでの相互接続性を確保する技術
を確立する

● NGNの基盤的な技術となるプロトコルについて相互接続性の確保に必要な機能の明確化および検査仕様の策
定を実施。具体的には、セキュリティプロトコル（IPsec等）、IPコネクティビティ保護プロトコル（MLDv2等）、セッション
管理プロトコル（SIP等）の検査仕様を策定。

●検査仕様は、NGNで用いられるIPv6への適用を中心課題とし、IPv6  Ready Logo  Committee により運営される
IPv6 Ready Logo Programへ提案。

標 準化 機関標 準化 機関
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有線 劣 化 無 線 劣 化

SB C

音 声 ・映 像 セッ
シ ョン

監視 点 でRTC P X Rを 監 視

無 線 劣 化 ・ 有 線 劣 化 を 判 定
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大規 模 ト ラフ ィ ッ クか ら ス ケ ー ラ ブ ル に 劣
化頻 出 セ ッシ ョ ン を抽 出

劣 化 フロ ー か ら 異 常 個 所 推 定

(2) ネッ トワーク品質診断 機能（最 新成 果）

(1) セッシ ョンボ ーダ ーコントローラ ーの開 発（最新成果 ）

＜開 発 ＞
C ode c変 換 時 の遅 延 を 1 0m sec オ ー ダー に 抑え る こと に 成 功

キ ャ リア 網 間の マ ル チ メデ ィ ア通 信 対 応プ ロトコ ル （Ｍ ＳＲ Ｐ）の 開 発
＜事 業 化 ＞

P& T / Expo  C OM M  C hin a 201 0に てＳ ＢＣ を用 い た 動態 展 示 を実 施し 、中 国 キ ャ リア 及 び ベ ン ダに 対 して 、

N iC T研 究 開 発 の成 果 をア ピー ル 実 施。 ま た 、 ITU -T  IO Tで のテ ス トベ ッド に 参 加 。

課 題イ ー２ キャリア 間高 性能 ・高信 頼相 互接 続技 術

• 接 続 事業 者 が 数 百社 の 場 合に も １ シャ ー シに お い て 、 ２０ μ sec オ ー ダ ー で の 遅延 時 間 を実 現

• １ ０ Ｇ ｂｐｓ イ ンタフ ェ ー ス を配 した ブ レ ー ド を 開発 し 、実 行 スル ー プ ットを 目標 以 上に 向 上さ せ た

• C od e c変 換 時の 遅 延を 10 ms ecオ ー ダ ー に 抑 え るこ と に 成功 し た。

• 品 質 推定 及 び 要 因 の切 り 分け に つ い て 、 １万 セ ッシ ョンに 対 し て 20秒 間 隔で の 推 定結 果 の 更 新を実 現 。

• 海 外 展開 へ の 足 がか りを つ か むべ く、 P & T/ Ex p o C O M M  C h in a 2 010 への 出 展 （SB C )、 及 び IT U -T  IOT
で の テス ト ベ ッド に 参 加（ IP TV ）

1

課題イ－１ FMCシームレス制御技術

（１）FMCシームレスサービス制御技術

 端末、NW、アプリ等のリソースをIMSプロトコル準拠方式で動的に変更するサービス制御方式の考案・試作

 OMA、3GPP(TR23.893盛込み)等の標準化活動、国内外の展示会への出展

 無線LAN携帯をIMSに収容可能とする方式をHGW上で試作。IMS端末との相互接続。研究賞の受賞

（２）異種ネットワーク間セッション制御技術

 RTP/RTCPを活用した端末間QoE/QoSの向上を図るセッション管理技術を考案。実機検証やITU-T勧告化。

 標準化活動を含めて中日韓で連携。テストベッド構築や各種検証を実施。成果の報道発表や展示会出展。

IM Sアダプタ技術

無線 LAN携帯

HGW

データオフロード技術

ホームネットワーク

端末間サービス
制御技術

国 民目 線 に 立 ち 、

現 行ア プ リ に 拡 張

現 行 シ ス テム と の 連携

VoD、HTT Pストリーミング、
SMSへの適用

プ ロ トコル 変 換 およ び IM S 暗号 化

技 術 を HGW 上 に モジ ュ ー ル と して

実 装 し 、現 行 の 携帯 を IM S に収 容

(研 究開 発 目 標ク リ ア )

IM S端末

HT T PやR T P/R TSPと の 連携 に

よ り 、 SIP以 外 の アプ リ も 制 御

対 象 とす る方 式 を 試作グ ル ー プユ ー ザ への ユ ー ス

ケ ー ス に拡 張 し 、国 内 展 示会出 展

( NI CTス ー パー イ ベ ント : 20 0 9年 )

サ ービ ス 制 御方 式 を 試作 し、

通 話セ ッ シ ョン に つ いて

端 末切 替 え を約 2 秒 で実 現

(研 究 開 発目 標 ク リア )

IMS、NGN

OM A およ び 3G P Pに

お ける 標準 化活 動

インターネット

セキ ュリ テ ィ を保持 し つ つ、

一部 トラ フ ィ ックを イ ン ター

ネッ トに 逃 す 方式を 試 作

KDD I研究 所

韓 国

( E T RI)
中 国

( CAT R)

端末 ( PC)

M P M by 
KDDI

Call  S erver Call S er ver

S IP サー バ

／I MS

MP M by 
KDDIMPM  by  

KD DI

端 末 (P C)

端 末

(PC)
端末

沖 電気 工 業

NT T研 究所

サ ービス受 付

制御 機器

KDD I研究 所

韓 国

( E T RI)
中 国

( CAT R)

端末 ( PC)

M P M by 
KDDI

Call  S erver Call S er ver

S IP サー バ

／I MS

MP M by 
KDDIMPM  by  

KD DI

端 末 (P C)

端 末

(PC)
端末

沖 電気 工 業

NT T研 究所

サ ービス受 付

制御 機器

国内各社との協力に基づくCJKテストベッド検証の完了
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５．これまで得られた成果（特許出願や論文発表等）

６．標準化対応・対外連携等について

（２） 要素技術の連携成果

要素技術を連携した以下の技術を実現し、CEATEC Japan 2009（NICTｽｰﾊﾟｰｲﾍﾞﾝﾄﾌﾞｰｽ）へ出展し、

研究成果のアピールを行った。

課題ア： 大規模網認証型高速検索コンテンツ配信技術 （NTT、NEC、日立）
課題イ： End-End通信状態に適した符号化方式選択技術 （KDDI研、沖電気）

（１） ITU-T、３GPP、OMA、IETF等を中心に標準化提案活動を推進

IEEE
IEEE802

OMA

SG13

SG17

SG16

SG13

SG17

SG16

SG11

SG12

SG9
SG11

SG12

SG9

IETF
ForCES WG

PICMG

3GPP2

IPv6 Forum

ETSI
TISPAN

PICMG

3GPP2

IPv6 Forum

ETSI
TISPAN

各種標準化団体対応状況

3GPP

次世代IPネットワーク推進フォーラム戦略
検討WG

ITU-T

TSG-RAN

TSG-SA
TSG-CT

インフラ系技術

SWG

サービス系技術
SWG

セキュア系技術

SWG

PreCongestion Notification WG (pcn)

課題アー３ (NEC)

課題イ－１ (KDDI研)

課題ア－４ (日立)

課題ア－１、
ア－２（NTT）

課題イ－４
(NTT-AT)

課題イ－３
(NTT-AT)

課題イ－２ (沖電気)

課題イ－１ (KDDI研)

CJKテストベッドでの3国間実験での実証結
果をITU-Tでの標準化に反映し、ITU-Tでの
標準化を牽引した。

（３） アジア諸国を中心とした国際展開を推進

今後ブロードバンドの普及が見込まれる中国、インド等、７箇所の地域で開催されたフォーラムや国際会

議へ出展しアピールを実施した。
・P&T EXPO COMM CHINA 2010（KDDI研、沖電気、日立の出展）
・IPTV World Forum Asia2010（NTT、日立の出展）、等
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( )内は平成22年度分

 


